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旧第四高等学校蔵書
の運動部，学芸部の活動を知ることができま
す。この資料はマイクロ・フィルム化されて
います。その他，金沢は戦災に会わなかった
ため四高以外の旧制学校に関する資料も沢山
保管されています。中でも各学校の『一覧」
と呼ばれる事務資料は教官名，教育内容等を
記した貴重な資料です。
四高の蔵書の中の貴重な資料は特別資料室
に保管してあります。その中には「成瀬日
記』，『さごろも」，『韓非子翼襄」（図書館利用
案内の表紙に使われている写真です。）と
いったものがあります。なお，北条文庫，涌
井文庫といった四高の教官の寄贈した蔵書の
中にも貴重な資料がありますが，これらは次
号以降順次紹介していくことにします。
■利用方法
旧四高蔵書は，中央館地階の保存書庫の電
動書架に配架されています。「四高分類」と
いう独自の分類番号順に和洋別に並んでいま
す。これらの蔵書は，カード目録コーナーの
四高目録を使って書名，著者名から検索でき
ます。和漢書の叢書については「第四高等学
校和漢叢書細目（大正12年末現在)」（図参考
０２９７：Ｄ134）を使えば叢書中の書名も調べ
ることができます。なお，四高で所蔵してい
た雑誌は通常の雑誌のバックナソバーと一緒
に配架されており，ＯＰＡＣ等で検索できま
す。
■第四高等学校について
中央館の吹き抜けの下で天井を見上げたこ
とはあるでしょうか？そこに書いてある星形
のマークが金沢大学の前身の学校の１つであ
る第四高等学校（四高）の校章の四稜星章で
す。このことに象徴されるように四高の伝
統は現在でも誇りを持って引き継がれていま
す。四高は明治20年（1887）から昭和25年
（1950）までの64年間存在し（明治27年
（1894）までは第四高等中学校，昭和24年
（1949）からは金沢大学と併存)，井上靖，
中野重治など多くの著名な卒業生を送りだし
てきました。また，西田幾多郎などの著名な
教官も在職していました。こういった人が利
用した蔵書を現在も利用していると考えると
感'慨深いものがあります。この蔵書は現在石
川県立近代文学館となっている|曰四高の赤煉
瓦の校舎とともに明治から昭和にかけての曰
本の高等教育の雰囲気を伝える貴重な財産と
いえます。
■冊数
中央館の旧四高蔵書コーナーには約１０万冊
の図書があります。（昭和25年度金沢大学総
覧，plOO-101によると和書76245冊，洋書
21114冊，合計97359冊)。－部部局に貸し出
されている資料もあります。四高医学部は大
正12年（1923）に金沢医科大学になっていま
すが，その蔵書は医学部で所蔵しています。
■コレクションの内容
四高には文科，理科の２つの学科がありま
したので，特定分野の充実したコレクショソ
というよりは，各分野の基本的な文献をきち
んと揃えた実用的なコレクショソとなってい
ます。また，明治から昭和初期という時代を
反映して漢籍が充実しています。明治時代の
文豪の作品の初版本など文科系の資料を中心
に時代が経つにつれて価値の増すような資料
も沢山含まれています。
四高の歴史を知るための資料には，北辰会
という四高の全校生・教職員等で組織された
団体の活動を記録した『北辰会雑誌」があり
ます。漕艇部の琵琶湖での遭難事故など当時
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